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1　 まえがき

　近年、小 ・中学校の 学習指導要領 が改正 さ

れ 、科学的な見方や考 え方 を養 う教育の 改善

や科学的体験 を一層充実す る こ とな どが織 り

込 ま れ た 。それ ら に 対 応す る た め に は 、指導

法の 改善 もさる こ となが ら、新た に教材 を開

発 し活用する ス キ ル も必 要不可欠 となる。 し

か し、教員の 負担は年 々 増加 し、教員 自ら新

し い 教材 を開発する余裕は ほ とん どない の が

実状で ある。そ こ で、専門知識をもっ た高等

教育機 関 （大学）が小 中高校 の サ ポー
トを行

い 、相互 に連携 して青少年 の 育成 に力 を注 ぐ

こ とが今後 さらに 必 要 か っ 重要 となる 。

　 当研 究室 で は、工 科系大 学の 専門性 を活か

し た 理科教材 の 開発 を行 い
、 小 ・中 ・高校 の

教員へ 教材 の 作製法や 実施 ノ ウハ ウの 提供を

行 っ て い る。そ の 中で今回 は 、
マ ク ス ウ ェ ル

の コ マ を題材 とした教材を紹介す る 。

2 　支点可動式マ クス ウ ェ ルの コ マ

（1 ）作製方法

　まず、お弁 当用 プ ラ ス チ ッ クお椀 1個 とコ ル

ク板 （φ25 × 3  ）2 個を用意する。次に 、コ

ル ク板 をお椀 の 底 面中央の 表 と裏 に それ ぞれ

1 枚ず つ 貼 る （図 1 の 手順 1
，
2）。お椀 の底 の

中心 に φ3  の 穴 を あけ 、先を 尖らせ た長 さ

10cm、φ5mm の 木棒 を通 す （手順 3，4） 、 本

教材で は、木棒 と して フ ラ ン ク フ ル ト用 の 串を

利用 し て い る。最後 に、重 りと して 自転車用 の

反射板 10 個を貼 り付ければ完成 で ある （手順

5，6）。反射板は IOO 円シ ョ ッ プ等 で容易 に入

手順 4　　　 手順 5　　　 手順 6

　　　　　図 1 作製手順

手で きるが 、 ク リ ッ プや磁 石 で も代用 で き る 。

今回 使用 した材料 は、100円 シ ョ ッ プやホ
ーム

セ ン タ
ー

で入 手す る こ とがで き、材料費は 1 個

あた り 150円程度 であ る 。

（2）実験方法

　 ゴ ル フ 用 の テ ィ
ー

の 上 （本実験 では、ペ ッ ト

ボ トル の キ ャ ッ プ にテ ィ
ーを固 定 して 使用 し

て い る 。 ）で コ マ の 軸を少 し傾 けて回 し、コ マ

の 歳差運動 （首振 り運動）を観察す る 。

　 コ マ を右回転 （時計回 り）で 回転させ た場合、
コ マ の 重心 が支点 よ りも上 に あ る 時は回 転方

向 と同 じ右回 りの 歳差運 動が起き る。重 心 が支

点 よ りも下 に ある時は、歳差運 動は回転方向 と

は逆 の 左 回 りとなる。重心 と支点を
一致 させ た

場合 には歳差運動 は起 こ らず、コ マ はそ の 場 で

回転 を続 ける。重心 と支点を
一

致 させ た状態で

は軸 が動か ない の で 、指先や マ ジ ッ ク の キ ャ ッ

プ先 な どで もコ マ を回す こ と が で き る 。 さらに

は、±台を少 々 傾 けて もコ マ は傾かず回転を続

ける。

　本教材 は、軸を動か し て 支点の 位置を 自由に

変え られ る よ う工 夫 し て ある の で 、重心 と支点

の 位 置関係 に よる歳差運動の 違 い を明快 に体

験す る こ とが で きる。

重心 と支点 の 関係

　 ：r7 壁右に圍すと．、、
・璽 心 か 支蔦よ り上 の時
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図 2 実験方法
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3　 出前科学教室の実施

　教材の 効果 と実用性 を検証す べ く、本教材 を

活用 した科学教室 （少 年少 女科学 もの づ くり教

室、産 業技 術記念館週 末ワ
ー

ク シ ョ ッ プ〉を開

催 した 。

4 　 まとめ

　身 近 な材料 で 支点 を 自由に 変 え られ る マ ク

ス ウ ェ ル の コ マ を開発 した 。 当 日 は、科学教室

の 詳細な ども合わせ て報告す る予定 で あ る 。
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